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種子の加齢による突然嬰異の一例発

奥野 俊輔

種子の加齢 (Aging)即ち腫子を永く貯戴してとれを播種すると突然鐘異躍が現れて来ると云

ふ興味ある事賓が， N awaschin (1933 a， b)に工って初あて護見された・との研究は多くの細胞

皐若-及び遺偉事者の奥味を引き，その後 Nawaschinと Schkwarnikow(1933)， Peto (1933; 

1935)， SchkwarnikowとNawaschin(1934)， CartlegeとBlakeslee(1934)， Gerassimowa 

(1935)， Nawaschinと Gerassimowa(1936)， Kironossowa (1936)， Schkwarnikow (1937) 

及び Barber(1938)等に上り相夫いで、研究結果が護表された.以上の研究者の多くは Nawa・

田hinー訴の人達でy そり研究材料もオエグピラコ層の Crepisが主躍でp その他コムギ (l'ri-

tic初見附19αre)，ライムギ (Secαleclweale)等で研究された.我が固に於ては未だこの様主主研究

費表がたにい様であるが，著者は十数年前から貯蔵して置いたハッカダイゴン (RαphαIWSsativus) 

の種子があったので， 1943年にとの賓験を行って見た.又との突然獲異の原因が温度と滋度の

護化に上る怪の物質代謝のi!ft'態が費イじする事に上ると解躍され，且つ温度と滋度の饗化に工り短

日月で加齢に上る襲異と同様た結果が賓験的に得Eうれたと云ふ事買に興味を持ちp 種子の低温庭

理賓験をも同時に併せ行った.

材料及び方法

ハッカグイヨンは積子採集より 2年目のものから 10年目迄のものを使用L，種子はパラフィ

シ紙の袋に入れて種子箱に貯戴して置いたものである.fむノ〉ツカダイコユ/には赤長，赤丸，白長，

白タL及び寅丸等，色及び形の異るものが存在するが，本震験に用ひたものは赤長と赤丸で，何れ

も著者が 10年以前から根の色の遺惇研究に使用してゐた系統の明白な材料である.

種子の低温麗理貰験の方は数種のアブラナ属 (Brαsoicα)植物を用ひ，言えの如き麗理温度と島

理時間で蜜験を行った.

槌 4却 名 虎王里種子数! JJj;，理混皮

B， nαp1ιs 30粒 -160泊〉ら -240C

虎均時間 ( 

B. cαmpest1'is 15粒 11 

B. pekinensis 20粒 11 11 11 

B. cernuα 50粒 11 11 11 
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俊

種子は何れも貯蔵して置いた航態のもの2とその偉，低温島理を行った.道理温度に -160 から

-240C迄の費異があるのはp 恒温器を用ひデ直接低温本室を使用した震である.使用せし種子

は東北大皐農早研究所の水島宇三郎氏の仰厚意により載いたもので，

JIlf 奥200 

1942年度に採集された系

統の明らかf;r.もので言うる.

果結験賓

種子の琵芽力は貯蔵牛敢に比例して富民減少すると考へられるが，本賓E告に用ひたハッカグイ

集搭経後芽数i護持[
次 l 積子ヲ主主=7.r""-r
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賃験の都合により 1943年には積

子の採集をしなかワたので，一番

新しい採集翌年の純子¢笈芽試験

を行ふ事が出来なかった.然し正

確な統計的¢記録はないが， '19詔

年度に採集じた穐子以上の霊童芽互与

を示す:事は，過去数年間に渉って

行りた遺{患研究の際に，毎年播律

Lた穂子¢主主芽j{た態から見て明ら

かである:倫この主主芽賓験は 1944

年 6万に行ったものである.

コンで、は女の如き結果を示した(第1表). 

本表で明らかでるる如く，ハツカダイコンの種子の護芽~1

は貯戴年教に比例して減少L，4年目からのものが特に著し

穂子o年齢を異にするハ

ツカダイコンの霊童芽率

第1表

い様である・種子の護芽卒[三貯蔵の方法によって多少異oh

思比礼るが，著者の行った普遁の貯戴;去ではハツカダイコン

の範子は 8，9年迄は護芽能力を有するものが存在する事を

示してゐる.尚去に示せる護芽教は種子を直接震験回場ヱ播

種 L，双葉の時期迄生育したものむ記鋒で〉瑳茅したが土中
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1942 で害晶その他の阻害で死滅したものも色ると思はれる.従つ

註. て買ーの意味の護芽童文はもっと良好なものでるると思はれる.

従来ハツカダイコンの種子は年齢の加はるに倖ひ，貯菰養

その局柴養護育が;fJP産され，相関的¥'L.生殖護育分がL成少し，

が促進されて開花が早められると一般に云はれてゐるjJ，，本

資Eitν日まとの様主主開花の促進現象は特に見られなかった様で

ある.

以上は古種子の護芽貰験に就て逮べたのであるが，突j耳元蟹

との賢験は上言己の瑳芽誤験とは別に行ったものでもあ具障は7年間貯蔵して置いた種子から生じp

その中pS佃骨量が生育L， 2佃躍はJE常で1佃障が費異瞳であっo.約 40粒の種手を播種し

た.嬰異躍は非常に嬢小でp 金曜の大いさは正常曜の約 1/4イ立に過ぎ主主かった.且この建具障の

事主育祇態は非常に遅し播種後約 40日経過しーてP 双葉のi!k態上り僅か成長した程度でp葉は多肉

で且つ植物樫主任盟が多少いち、げた7診を示し，恰度コJレヒチン及びアセナフテン虞理に於て見られ

るが如きJif:f患を示した(寝異 No.42.播種後約40日経過せるもの).

経過したものは，既ピ開花の時期に到達してゐる.との擾異躍は播種後約100日位で開花したが

正常慎では播種後約40日

非常に程子の出来が悪かった(寝員Ko.4:}.A，異常曜の種子英.B，正常瞳の種子英).然L花
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及び砲の器官は別に正常のものと異る所がたかった. とのものの花粉粒を観察せしに， 1000 1町

中 508が正常花粉粒で，残りの 492は内容の貧弱主主不稔型のものであって，その比は明らか

に 1:1を示した.この理由は細胞墜的の観察に上って明白にされた.f!:pち花粉母細胞分裂の第

一中期に於て大いさの異る 1封の染色曹が見られ，とのものの第一中期に於7.:>封合の仕方が一般

に他の二慣染色罷に比L弱しとの様主主扶態が屡主側面観に於て良く見られた(第3園).との 1

釘の異形染色瞳は種子の加齢に上って誘起された染色曜の異常で、，恐らく 1個の染色曜に猷失

(Deficiency)が起ったものと考へられる. との異形染色躍が後期

に於て南極へ分れる事によし E常花粉粒と不稔花粉粒が 1:1の

割合に生デるものと思はれる.との事は叉異常瞳の種子の出来具合

特に着粒の低下を意味するものである.

三えにアブラナ寝敷麗の植物θ低温庭理賓験に於ては，外形的に見

て特殊主主個躍の出現は見られ主主かった.只 B.cαmpestrisの -160

からー240Cで 15日間選理したもので， s大型をしたものが1佃瞳

現れた.大いさは正常曜の約2倍牛位あった.とのものの細胞翠的

観察を行ったが，染色躍はE常障と具りなく n=10であった.種

子の加齢i乞上る突匁箆異の中p 染色曜の獲異が多い様であるが，と

第3圏 ノ、ヅカダイコンの
異常鐙の花粉母細胞第

1分裂中期に於(tる染

色首長(.1塗すの異形染色

陵が見られる.

のアブラナ底植物の場合も染色罷の異常が誘起されてゐるのかも知れないがp 染色曜か小さいの

と，未7で充分主主核皐的観察を行ってゐたい故，今の所判然とした事が云へない.B. cwnpest'ris 

に見られたE大型の個瞳は，遺倖因子の突然蟹異によって生じたものかも知れない.

低温逗理をしたアブラナ属植物の種子の護芽カは種子の合水量及びその他の生理的保件によっ

て異るが，普通の貯識の朕態では -16"から '---240Cで15日間選理したものに於ても.短Ij寺田

鹿理したものに比較して著しい護芽カの低下が見られたかった.との票占に闘する詳細な賓験は他

日試みたいと思ってゐる.

考察

ハツカダイコンの鑓異曜は肘積年敦7年目のものに於τ見られたが，他の植物に於ても 6-7

年貯賦して置いた種子から比較的多く現れてゐる・息卸pちNawa部sc出hi泊I1(ο1933 a， b均)は C凸1'eψpi，お'st抱eCωt-

0ωr可'Wω/け叩?

の二，三の品種と Tritic伽um九zdtω19'Uω7九の 6一7年貯蔵し7た乞種子に於て鑓異瞳カが1出現したと報じで

ゐる.然LSchkwarnikowは饗異躍の回現頻度は必デしも種子の貯醸年敢に比例するものでは

たし貯戴中の温度と大龍平行するものであると云ってゐる.勿論貯蔵の際件，特に温度ーや謀変



202 奥野 俊

及び植物の種類等で慶具曜の出現頻度は嘗然異るが，普通の種子貯諸法では一般に 6-7年貯戴

したものに於て最も多く現れる様でるる.又種子の護芽は貯藤年教が長い程一般に悪し逆に饗

具瞳の出現率は匹の生存し得る範圏内に於て長い程，高いと云ふ事が出来る.その出現頻度も植

、物の種類に上り非常に高い場合もあり，又低い場合もある.勿論との事には種子の貯議採{牛と云

ふ事も大いに関係してゐるものと思はれる.

檀子の加齢に上る突然鑓異には外形的の異常も見られるが，染色躍の異常も叉多い様である.

Nawaschinの C'l'episteCt01・u?凡では 81%の嬰異曜の中 21%が染色瞳の異常で、，その中，大部

分は染色罷の轄座 (Transl∞ation)の異常で、，逆位 (Inversion)を起したと思はれる場合も 2

例見られてゐる.Nawaschinと Gerassimowa(1936)はc.tectorU1nの也，c. cαpillω.is， 
c. dioscoridis及びライムギ (Secαlecereale)に於ても染色曜の異常印ち轄座を見てゐる.叉異
常染色躍を有ナる組織と正常主主組織からたるキメラも見てゐるがf 一般に染色瞳異常の出現頻度

は怪の生存範聞に於て種子の貯戴が長い程有款であったと云ってゐる.又 Cartledgeと耳lake-

slee (1934)はテウセンアサガホ (Datwααlba)ε15%の突黙饗異が見られ，その中の字分は

染色瞳の艶異であうたと報告してゐる・ Schkwarnikow(1937)のコムギの茸験では麓異躍は僅

か 0.9%内外で，品種によって多少具る結果左得てゐる.著者・のハツカグイコンの場合は3佃龍

生育した中 1個躍が麗異瞳でp その出現頻度は33%にたるが，行った賓験が小規模でるる L，こ

の貰験と別に行った瑳芽試験の場合には，特に詳細主主翻察をし泣かったのであるが，別に外形的

に襲ったものもが見られ泣かった事より推定すると，その頻度はもっc低いものと思はれる.然

Lもっと詳細に観察した友らば鑓具躍，特に染色置の異常を誘起した佃躍が昆られたのかも知れ

たい.とのハツカダイコンで誘起された1個の慶異躍は染色躍中に1釘の異形染色瞳が観察され

た事と，叉とのものは正常瞳に比較して約 1/4位しかたい震小なものであった事より，染色曜の

異常と同時に因子突5持活霊異7;¥誘起されたものと思はれる.

吹にとの種子の加齢による突払捷異瞳の出現の原因に就ては，未だ充分主主事は判ってゐたい

が，種子の中のJffが温度と諒度の影響を受けて生理化堕的の麗{t，を起した事によるものであらう

と一般に解躍され，慶化を受けた匹がE常の怪上り生存率が高い~とか，匹の休眠中に蓄積され

た自然放射の局であると云ふ様主主憶設はp 賞験的にも叉理論J二からも一般に否定されてゐる. ~p 

ち温度及び議度の影響に上ると云ふ解韓は賢験的に詩明されたもので， Kirnosowa (1936)は

C. tecto'l'umの種子を高温道理して，種子の加齢に上ると同ーの結果を得p 尚慶異曜の出現頻度

は鹿理温度に比例ずる事を確めた， Nawaschin (1933)は温度若しくは漁度叉は同時に雨者を高

くする事により，古種子によって生じたと同じ異常現象を短時間のj怠理で国花.以 i二は何れも高

温道理に上って異常を誘起した例で、あるが，未7訂正温庭理の例は短い様である.著者はアブラナ
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麗 (B~'assicα) 植物敦種を用ひて， -16~ から -240C の温度で低温底理の震験を行ったが，締

盟的には負の結果に移った.只 B.cαmpest1'isの 15日間島理のものに於て1個の宜大型のもの

が得られた.染色瞳教はE常のものと異り泣く D=10であった.染色瞳の構造上の費イじが起っ

てゐるのかも知れたいが，染色曜が小さい事と，未だ充分主主観察を行ってゐたいので，その黙に

闘しては何にも云ふ事が出来主主い.とのE大型の異常瞳は因子の突然襲異を起したものかも知れ

ない.高温も低温も共に種子に及ぼナ大きた影響は股手作用であるから，種子に及ぼす生理化撃

的の襲化は同ーと見られる.従って高温庭理で誘起される異常現象は，低温蕗理に於ても種子の

生理的保件及び底理温度と庭理時聞を充分考慮する時，同様に誘起されるものと思はれる.前述

せる如し種子の加齢に上~異常骨豊田現の原因は温度及び漁度の影響と見倣されてゐるが，今後

との方面の生理化撃的の詳細た研究に上って，工りー居明確にその原因が究明されるものと思は

れあ.

本研究の一部は日本製術振興舎の援助に上って行はれたものである.主主に同舎に謝して感謝の

意を表す.
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